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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

監督・撮影　今村　彩子　　２０１３年　カラー　７３分

生まれつき聴覚にしょうがいがある映画監督の今村彩子さんが、
東日本大震災で被災したろう者の暮らしを２年４ケ月間にわたって
取材したドキュメンタリー映画。
震災直後に宮城県を訪れた今村さんは、ろう者たちから「津波の
警報が聞こえなかった」と知らされます。「命に関わる情報に格差
があってはならない」という強い思いから取材を続けてきました。
この映画を通じて、耳の聞こえない人に限らず、災害下で情報弱者
となってしまう人たちとの関わりについて考えてみたいと思います。

お　話　今村　彩子（映画監督）

と　き　３月１６日（日）午後２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　　定員　６０名（当日先着順）
※ご自由においでください。

「架け橋　きこえなかった３．１１」
【映画上映とお話】

お　話　吉澤　武彦（オープン・ジャパン／日本カーシェアリング協会）

東京では震災前の生活に戻りつつあります。現地へボランティアに行く人の数は減
り、被災地の状況を知る機会や震災を考える機会も減ってきたのではないでしょうか。
今回は、震災直後から宮城県石巻市に入り、今も
住み込みで活動に取り組んでいる吉澤さんにお話を
うかがいます。今の被災地の状況やそこに生活する
人の想いをどう受け止め活動に取り組まれているの
かを聞き、被災地ではどのような未来が築かれてい
るのか、一緒に考えてみたいと思います。

と　き　３月２１日（金・祝）午後２時～４時
ところ　�公民館　地下ホール
定　員　５０名（先着順）
申込先　３月７日（金）朝９時～

公民館☎（５７２）５１４１

【お話】

いま若者が被災地で考える未来

手話通訳付
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吉澤さんと地元のみなさん
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

プレス機を使って、本格的な版画を体験してみません
か？　紙の版（ドライポイントプレート）とプレス機を使
って版画を作ります。紙の版に、線を描いたり、切った
り、はがしたりして、インクを詰めて刷ると、銅版画のよ
うな作品ができ上がります。

講　師	 山本　佳奈枝（版画家）
	 坂田　季代子（版画家）
	 タダ　ジュン（イラストレーター・版画家）

と　き　３月３０日（日）昼１時～４時（受付は３時まで）
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
対象・定員　３０名程度（当日先着順・入替制）
材料費　２００円
持ち物　エプロン（よごれてもよい服装）、
� ハガキサイズぐらいの下絵（なくても可）
※所要時間は１時間程度です。事前申込み不要。ただし、
定員を超えた場合は、締め切らせていただきます。

監督・脚本　宮崎駿　　原作　角野栄子
声の出演　　高山みなみ、佐久間レイ、信沢三恵子、
　　　　　　戸田恵子、山口勝平、加藤治子ほか　

角野栄子の同名児童文学をもとにした、宮崎駿の劇場用
監督作品第５作。少女の成長と自立をテーマに描くヒュー
マン・ファンタジー。
人間と魔女が結婚して生まれたキキは魔女として育てら

れ、１３歳になった満月の夜、自立の旅に出発。ホウキに乗
って飛べる魔女の力をいかして、パン屋に下宿しながら宅
急便屋を始める。ある日、友人のトンボが飛行船から宙づ
りになり…。

と　き　３月２０日（木）昼２時～
ところ　南市民プラザ　多目的ホール（泉２－３－２）
定　員　５０名（当日先着順）

１９９５年に起きた阪神・淡路大地震で震災を経験したペル
ー出身の大城さんをお招きし、震災に備える視点と多様な
人々が暮らす地域でのコミュニティづくりの取り組みを学
びます。
また、くにたち地域で外国人と共に、防災・減災の学び

を広げているＫＵＮＩＢＯのみなさんと、いざというとき
に身を守り助け合う避難体験も実施します。

講　演「多様な視点で捉え直す防災と地域社会」
講　師　大城　ロクサナ
	 （「ひょうごラテンコミュニティ」代表）

と　き　３月２９日（土）昼１時～３時
集　合　公民館　地下ホール
定　員　５０名（当日先着順）※申込みは不要です。
呼び掛け　公民館利用者連絡会／公民館交流会準備会／
　くにたち地域外国人のための防災連絡会（KUNIBO）

製作・監督・脚本　チャールズ・チャップリン
出演　チャールズ・チャップリン、ジョージア・ヘイル
　　　マック・スウェイン、ヘンリー・バーグマンほか

２０世紀が生んだ最大最高のコメディアン、チャールズ・
チャップリンの最高傑作の呼び声も高い名作。ゴールド・
ラッシュにわくアラスカを舞台に、ご存知・放浪紳士チャ
ーリーの一獲千金の夢と恋の物語。あまりにも有名な、ど
た靴スパゲッティやロールパンのダンスなど、チャップリ
ンの至芸を堪能できる抱腹絶倒の名場面の数々をお楽しみ
ください。

と　き　３月２３日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

創作講座「はじめての銅版画―Etching�Work�Shop―」
（２月～３月、全４回）の作品展を行います。一人ひとり
個性豊かな作品ができました。ぜひ見に来てください！

と　き　３月２5日（火）～３０日（日）夕５時まで
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
問合先　公民館☎（５７２）５１４１

―プレス機体験ワークショップ―

―都市直下型地震に備えて―版画をつくってみよう！

「はじめての銅版画」展
同時開催！

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

THE GOLD RUSH
『チャップリンの黄金狂時代』

アメリカ　１９２５年　白黒　７２分

〈南市民プラザ映画会〉

『魔女の宅急便』
１９８９年　カラー　１０３分

神戸の経験に学ぶ
地域コミュニティの底力

南市民プラザ周辺の地図
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

お　話　大野　更
さら

紗
さ

（作家）

筋膜炎脂肪織
しき

炎症候群という日本ではあまり前例のない
難病にかかった大野更紗さんのエッセイ『困ってるひと』。
ビルマ難民問題の研究にいそしんでいた２００８年、突然の発
病。適切な治療を受けるまでに一年間を費やすなど決して
容易ではない「難民」生活を軽やかに描いたことで大変話
題になりました。その刊行からはや３年。社会を生き抜く
なかで、「困ってるひと」の声を聴き、社会保障や医療制
度の不条理さ、そして「フクシマ」の問題について語って
こられた大野さんにお話をうかがいます。
〈大野さんの本〉『困ってるひと』（ポプラ社）、『１９８４　フ
クシマに生まれて』（講談社文庫）ほか多数。

と　き　３月２０日（木）夜７時～９時　定員　３５名
ところ　公民館　３階講座室　＊ご自由においでください。

今回は、空気の力で飛ばす空気砲・輪ゴム・磁石など、
科学の力を利用して射的を楽しみます。親子で工夫しなが
ら射的最高点を目指しましょう！

講　師　山田　修平	
	 （ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き　３月１６日（日）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　子ども（４歳～小学生）と保護者
� １８組（先着順）
持ち物　�５００㎖の空きペットボトル（炭酸が入っていたも

の）、タオル、飲み物
　　＊�動きやすく、汚れてもよい服装でおいでください。
申込先　３月７日（金）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

講　師　川上　郁雄（早稲田大学、日本語教育）

仕事や新たな生活を求めて人々が国境を越えて移動を繰
り返す現代、大人たちと一緒に移動せざるをえない子ども
たちが増えています。その子どもたちが直面するのがこと
ばの問題です。たとえ日常会話に支障がなくとも、学習の
つまずきがことばのハンディに起因する場合があります。
また人と関係を築きながら成長する際も「ことばの力」が
大きな意味をもつといいます。
子どもたちの言語発達をどう確保していくのが望ましい
か、「移動する子どもたち」の現状を知り、学校と地域が
いかに連携できるのか、川上さんにお話をうかがいます。

と　き　３月２８日（金）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室　定員　３０名
申込先　３月８日（土）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

第５１回東京都公民
館研究大会（主催・
東京都公民館連絡協
議会）が１月１８日
（土）に開催されま
した。
国立市公民館は第

２課題別集会「障が
いをもつ市民の学び
の場について」とい
うテーマで「喫茶わいがや」や青年室が今まで大切にして
きたことを発表しました。わいがやや青年室では、支える
・支えられる関係ではなく、しょうがいのある・なしに関
わらず、青年として相互に学び合うことを約３０年間積み重
ねてきました。職員と共に、青年自身が自分たちの言葉
で、国立市公民館の魅力を伝える機会となりました。

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

科学の力で飛ばそう！
射的祭り

〈東京都公民館研究大会報告〉

青年たちが魅力を伝える！

「困ってるひと」の後で
―難病・フクシマ・困ってるズ―

〈図書館のつどい〉

〈多文化共生事業〉

「移動する子どもたち」の
ことばとアイデンティティ
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しょうがいを持つ人 しょうがいを持たない人

■わいがやが大切にしていること
③わいがやの今

● スタッフ　約２０名（高校生、大学生、大学院
生、社会人）２０代前半が中心
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

「１階トイレの洋式化」　完成しました。

［市民のご協力でできました］
○公民館周辺の緑化
緑化ボランティアの方々のご協力により、公民館の
南側や保育室前に、花や緑が増えました。

○市民による壁のペンキ塗り、大掃除
第５８回くにたち市民文化祭実行委員会・公民館利用
者連絡会・くにたち地域外国人のための防災連絡会
の各団体の方の呼びかけにより、多くの市民の方に
お集まりいただきました。
第１回　展示パネルとポール、１階と図書室中２階
ロビーの階段の手すりの塗り替え　第２回　講座室・
集会室の壁紙の塗り替え、地下ホールの倉庫の大掃
除　第３回　第２回参加者有志による、集会室の戸棚
の塗り替え、和室障子の張り替え。

〈ご利用ください〉
・ホワイトボード　新しく入りました。

（３階講座室） （３階和室）

・紙折り器とカッター（２階印刷室）・トイレ（１階）

北地域では盆太鼓の体験講座を昨年度開催。企画段
階から地域の運営委員会や自治会などの声を聞き、北
地域ならではの講座になりました。講座終了後は「盆
太鼓に親しむ会」として自主グループ活動が続いてい
ます。南市民プラザでは初めて子ども向け映画会を、
富士見台地域では親子向けの野菜の収穫体験＆料理教
室を実施しました。
今後も自治会・町会などと連携しながら市内各地域
で館外事業を開催し、学びの拠点づくりを広げていき
ます。

学びの拠点づくり

野菜収穫体験ではナスなどを収穫

昨年度の公民館講座「地域活動入門」からできた自
主グループに関わりながら、一橋大学との連携を模索
してきました。そして今年度は、若手研究者と地域社
会の交流の機会にもなる「一橋大学大学院生による講
座」を実施しました。今後も、公民館講座の内容・地
域課題に関して、市民団体、民間団体、関連部署と情
報交換をしながら、協力して進めていきます。

広がる連携

映画の音響効果学（院生講座）

施設環境を改善

みんなで学び　まちを元気に
―２５年度重点目標への取り組みと報告―

公民館では、平成２５年度当初に重点的に取り組む５つの目標を設定し、
さまざまな取り組みを始めました。その実施内容の一部を報告します。

≪今後も利用者の皆さんと共に公民館の環境整備を進めていきます。≫
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

もっと多様な若者の支援に向けて

地域資料の活用

みんなで学び　まちを元気に
―２５年度重点目標への取り組みと報告―

公民館では、平成２５年度当初に重点的に取り組む５つの目標を設定し、
さまざまな取り組みを始めました。その実施内容の一部を報告します。

３０年余り活動している公民館１階の
「喫茶わいがや」とその隣にある青年
室では、しょうがいがある・なしに関
わらず共に学びあい支えあう若者主体
の活動が続けられてきました。
この青年室にもっと地域の多様な若
者たちが集まり活動が充実することを
目指して、今年度から「自立に課題を
抱える若者の社会参加支援事業」を開
始。さまざまな学習会・講演・映画会
を開催してきました。
この事業は文部科学省の委託事業「公民館を中心とした
社会教育活性化支援プログラム」に採択されました。来年
度も引き続き、多様な若者の社会参加を支える事業を充実
させたいと考えています。

公民館・図書館・郷土文化館共同で地域資料の
収集・整理・保存作業を始めています。
市内の地域資料をより効率よく利用しやすい環

境整備を進めるために、市内社会教育施設の連携
と分担を検討してきました。
公民館図書室では市民・市民団体の発行物、中

央図書館では行政資料、郷土文化館では郷土歴史
資料の収集・保存を主に担当します。２０１４年度の
図書館システムの入れ替えにともない、これまで
検索や貸出ができなかった郷土文化館の地域資料
等がより利用しやすくなります。
公民館図書室では市民が発行している資料を、

より皆さんの手に取っていただけるような工夫を
していきます。

市民・市内の団体が 
発行した本のコーナー

図書室ガラス戸棚の 
資料もご活用ください

青年室活動の様子

「若者がもっと生きやすくな
る社会に向けて」

（２月１日実施）
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た
と
え
ば
「
右
」
と
い
う
語
を
引
い

て
み
る
と
「
東
を
向
い
た
時
、
南
に
当

た
る
方
」
と
か
、「
こ
の
辞
典
を
開
い

て
読
む
と
き
、偶
数
ペ
ー
ジ
の
あ
る
方
」

あ
る
い
は
「
文
字
の
一
を
書
い
た
と
き
、

書
き
終
わ
り
の
方
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
定
義
が
あ
る
と
か
。「
右
」
な
ど
と

い
う
簡
単
そ
う
な
言
葉
も
定
義
づ
け
す

る
こ
と
は
難
し
い
し
、
そ
こ
に
個
性
が

出
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

言
葉
を
採
集

辞
書
の
編
纂
に
つ
い
て
は
全
く
新
し

い
辞
書
を
作
る
場
合
と
改
訂
版
を
作
る

場
合
が
あ
り
、
飯
間
さ
ん
は
「
三
省
堂

国
語
辞
典
」
の
改
訂
版
を
作
る
ご
経
験

か
ら
の
お
話
で
し
た
。

ま
ず
、
現
在
の
版
に
載
っ
て
い
な
い

新
し
い
言
葉
の
用
例
採
集
が
あ
り
ま
す
。

活
字
か
ら
は
、
た
と
え
ば
女
性
誌
か
ら

 

日
本
語
は
素
敵

最
近
は
、
日
本
人
同
士
で
も
会
社
で

英
語
の
み
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
と
聞
く
と
、
日
本
語
が
次

第
に
軽
視
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
を
い
だ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
語
は
横
軸
に
、
外
来
語
を
含
む

新
語
に
対
し
て
包
容
力
が
あ
り
、
縦
軸

に
、
古
来
か
ら
の
言
葉
、
た
と
え
ば
色

に
関
し
て
も
、
萌も
え

黄ぎ

色い
ろ

と
か
茜
色
と
か

微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
表
せ
る

語ご

彙い

を
残
し
て
い
ま
す
。
意
思
疎
通
の

道
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
陰い
ん

翳え
い

の
深

い
文
章
も
表
せ
る
豊
か
な
言
語
で
、
大

事
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
日
本
語
を
基
礎
か
ら
支

え
る
辞
書
の
編へ
ん

纂さ
ん

に
携
わ
っ
て
い
る

飯
間
浩
明
さ
ん
の
お
話
を
お
聴
き
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
運
で
し
た
。

 

辞
書
に
も
個
性
が
あ
る
⁉

辞
書
は
大
型
辞
典
（
大
辞
林
、
大
辞

泉
、
広
辞
苑
な
ど
）
と
小
型
国
語
辞
典

（
三
省
堂
、
新
明
解
、
岩
波
、
明
鏡
な

ど
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
お
話
に
よ
る

と
、
同
じ
よ
う
に
み
え
る
辞
書
に
も
違

い
が
多
々
あ
っ
て
、
歴
史
的
説
明
を
重

視
す
る
も
の
や
、
現
代
用
法
を
多
く
取

り
入
れ
新
語
に
強
い
も
の
な
ど
、
比
べ

て
み
る
と
大
変
興
味
深
い
と
い
い
ま
す
。

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
用
語
。
放
送
か
ら
は
、

い
わ
ゆ
る
朝
ド
ラ
（
こ
の
言
葉
も
新
語

の
よ
う
で
す
）
か
ら
「
も
っ
た
り
」
と

い
う
言
葉
な
ど
。
編
纂
者
が
そ
れ
ぞ
れ

集
め
た
用
例
を
取
捨
選
択
し
て
４
千
語

ほ
ど
を
改
訂
版
に
載
せ
る
た
め
、
飯
間

さ
ん
は
１
万
数
千
の
新
し
い
用
例
を
集

め
た
そ
う
で
す
。

東
京
中
を
歩
き
回
っ
て
街
の
看
板
や

話
し
言
葉
か
ら
も
用
例
を
収
集
さ
れ
た

お
話
は
、
特
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

た
と
え
ば
「
京
洗
い
」
と
は
「
着
物
を

ほ
ど
い
て
洗
い
張
り
せ
ず
に
、
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
に
丸
洗
い
す
る

こ
と
」
と
か
、
か
き
氷
の
店
で
「
ブ
ル

ー
ハ
ワ
イ
」
と
い
っ
た
ら
「
か
き
氷
の

上
に
ラ
ム
ネ
味
の
青
い
汁
を
か
け
る
こ

と
」
だ
と
か
。

 

辞
書
だ
っ
て
完
璧
じ
ゃ
な
い

次
に
語
釈
執
筆
と
い
う
作
業
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば「
カ
ピ
バ
ラ
」は「
ネ

ズ
ミ
の
な
か
ま
で
、
大
型
犬
ほ
ど
の
大

き
さ
の
、
け
も
の
。
毛
に
お
お
わ
れ
、

ね
む
そ
う
な
目
と
、
間
の
び
し
た
鼻
の

下
を
も
つ
」
と
い
う
語
釈
で
、
カ
ピ
バ

ラ
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
に
も
伝
わ
る

よ
う
に
書
く
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
語
釈
を
現
在
に
合
う

よ
う
に
書
き
直
す
作
業
も
あ
る
そ
う
で

す
。「
ラ
イ
タ
ー
」
の
語
釈
を
「
発
火

石
を
こ
す
っ
て
タ
バ
コ
の
火
を
つ
け
る

器
具
」
か
ら
シ
ン
プ
ル
に
「
タ
バ
コ
の

火
を
つ
け
る
器
具
」
に
直
し
た
例
で
は
、

い
く
つ
も
の
ラ
イ
タ
ー
を
買
っ
て
分
解

し
、
発
火
石
を
こ
す
っ
て
つ
け
る
も
の

だ
け
で
は
な
い
と
確
認
な
さ
っ
た
と
か
。

新
語
が
加
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
も

う
十
数
年
使
わ
れ
な
い
場
合
は
死
語
と

し
て
消
去
さ
れ
る
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
広
辞
苑
の
よ
う
な
辞
書
に

も
誤
り
が
あ
る
例
と
し
て
「
爆
笑
」
は

「
大
勢
が
大
声
で
ど
っ
と
笑
う
こ
と
」

と
い
う
説
明
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
爆

笑
は
、
大
勢
だ
け
で
な
く
一
人
で
も
で

き
る
こ
と
の
参
考
例
と
し
て
「
加
賀
守

は
、天
井
へ
、爆
笑
を
、な
げ
つ
け
た
」

と
い
う
直
木
三
十
五
の
文
章
が
引
用
さ

れ
ま
し
た
。
文
学
作
品
の
細
か
い
表
現

に
も
目
を
届
か
せ
て
い
る
飯
間
さ
ん
の

博
識
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
辞
書
は
何
冊
か
持
っ
て
比

較
し
て
使
う
の
も
面
白
い
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
で
、
と
て
も
興
味
深
い
お
話
で

し
た
。

〈講座参加者の声〉　図書室のつどい

「辞書を編む」を聴講して
酒井淑子（富士見台）

「図書室のつどい」は毎月１回、最近出版された本・話題になった本の著者をお招きしてお話いただき、そのテーマについてより深く
考える講座です。２０１３年１２月に実施した「図書室のつどい」に参加された酒井さんに、その時のお話をまとめていただきました。

「さぁ、この言葉の意味は？」
クイズも出て盛り上がりました！

図
書
室
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
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水
中
ウ
ォ
ー
ク
四
泳
法
イ
ル
カ
の
会

水
と
戯
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
水
の
中

で
歩
く
こ
と
、
浮
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
ひ
と
呼
吸
泳
げ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
し
て
何
ｍ
も
泳
げ
る
よ
う

な
り
ま
す
。
体
調
に
合
わ
せ
泳
ぎ
ま
す
。

日
時　

第
二
、四
、五
㈮
昼
１２
時
～
2
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

和
泉
（
５７６
）
８
６
９
０

「
い
け
ば
な
同
好
会
」
へ
の
お
誘
い

専せ
ん

正し
ょ
う

池
坊
古
典
～
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

な
ど
楽
し
い
花
仲
間
の
会
で
す
。
お
花

好
き
な
方
お
友
達
と
ご
一
緒
に
学
び
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。
見
学
自
由

ご
連
絡
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

第
一
、三
㈭
朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

富
士
見
台
第
三
団
地
集
会
所

連
絡
先　

吉
村
（
５７６
）
５
５
８
２

カ
ラ
オ
ケ
・
あ
ざ
み
の
会
　

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
サ

―
ク
ル
仲
間
や
友
人
と
の
旅
行
で
料
理

を
食
べ
て
人
の
歌
を
聞
く
だ
け
…
な
ん

て
経
験
は
な
い
で
す
か
。
一
～
二
曲
自

信
を
持
っ
て
唄
え
る
歌
を
ぜ
ひ
…
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
朝
９
時
３０
分
～

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ　

音
楽
練
習
室

連
絡
先　

源
み
な
も
と

０９０
（
７６３５
）
８
２
２
８

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
メ
ン
バ
ー
募
集

童
謡
に
合
わ
せ
て
子
供
と
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
取
り
な
が
ら
マ
マ
の
心
と
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
体
操
で
す
。
対
象

は
０
歳
か
ら
三
歳
の
お
子
さ
ん
と
マ
マ
。

体
験
歓
迎
。
申
込
不
要
で
す
。

日
時　
３
月
４
・
１８
日
朝
１０
時
１５
分
～

場
所　

総
合
体
育
館　

地
下
一
階

連
絡
先　

保
坂
（
５７１
）
６
８
３
９

中
国
語
会
話
サ
ー
ク
ル
　
会
員
募
集

日
本
の
古
典
文
学
の
研
究
者
で
あ
る

中
国
人
教
師
の
指
導
で
楽
し
く
中
国
語

を
学
習
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
イ
ン
が
読

め
る
人
、
初
級
を
終
え
た
人
、
途
中
で

リ
タ
イ
ヤ
し
た
人
の
再
挑
戦
も
歓
迎
。

日
時　

毎
週
金
曜
日
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

公
民
館　

３
階
集
会
室（
予
定
）

連
絡
先　

和い
ず
み泉
０９０
（
７９４３
）
４
３
０
３

初
心
者
ウ
ク
レ
レ
‼
お
仲
間
募
集

♫
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
な
ど

ウ
ク
レ
レ
で
歌
い
な
が
ら
楽
し
む
会
で

す
。
ウ
ク
レ
レ
に
興
味
の
あ
る
方
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
見
学
も
Ｏ
Ｋ
。

『
ハ
ウ
オ
リ
の
会
』

日
時　

第
一
、
三
㈮
夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

富
士
見
台
一
丁
目
集
会
所

連
絡
先　

山
下
０９０
（
５２１７
）
０
５
１
４

還
暦
軟
式
野
球
の
部
員
募
集

市
内
唯
一
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
し
た
い
野
球
好
き
を
募
集
中
。

試
合
は
水
・
土
曜
。
ま
ず
は
、
練
習
に

ご
参
加
を
。
国
立
フ
レ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
中
（
練
習
）

場
所　

谷
保
第
三
公
園
野
球
場

連
絡
先　

丸
山
（
５７２
）
０
１
０
６

「
和な
ご
み
く
ら
ぶ
」
会
員
募
集

太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
は

体
力
や
運
動
神
経
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど

ん
な
年
代
の
人
で
も
で
き
る
の
が
魅
力

で
す
。
心
も
体
も
芯
か
ら
強
く
美
し
く
。

ま
ず
は
、
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

毎
週
金
曜
日
昼
３
時
～
５
時

場
所　

総
合
体
育
館　

第
３
体
育
室

連
絡
先　

長
谷
川
０９０
（
８３０３
）
７
２
５
４

春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

参
加
資
格
は
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

ク
ラ
ブ
。
参
加
費
５００
円（
高
校
生
２００
円
）。

中
学
男
女
３
月
２３
日
㈰
（
雨
３０
日
）、

一
般
男
女
・
シ
ニ
ア
６
月
８
日
㈰
（
雨�

１５
日
）。
申
込
締
切
は
中
学
生
３
月
８

日
㈯
一
般
男
女
・
シ
ニ
ア
５
月
２４
日
㈯

場
所　

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

加
藤
（
５７２
）
４
７
２
８

硬
式
テ
ニ
ス
春
季
大
会

男
単
・
複
Ａ
Ｂ
、
女
単
・
複
Ａ
Ｂ
、

男
・
女
壮
年
複
、
家
族
混
合
、
男
女
小

中
学
生
単
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
。
締
切
３
月
１３
日
㈭
。
申
込
先　

サ

ン
ラ
イ
ズ
（
５８０
）
２
４
４
１

日
時　

４
月
５
日
㈯
～
６
月
７
日
㈯

場
所　

広
場
コ
ー
ト

連
絡
先　

平
田
（
５７４
）
０
５
３
４

デ
ジ
タ
ル
写
楽
　
写
真
発
表
会

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
会
員
の
年
に
一
度

の
写
真
展
で
す
。
会
員
一
同
一
生
懸
命

撮
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
高
覧
下
さ
い
。
★
た
だ
今
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
１１
日
㈫
１２
時
～
１６
日
１６
時

場
所　

公
民
館　

1
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

北
原
（
５７２
）
８
２
４
２

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

ゲ
ス
ト
は
歌
手
の
山
之
内
重
美
さ
ん

で
す
。
ゲ
ス
ト
演
奏
の
ほ
か
に
も
参
加

者
全
員
で
ロ
シ
ア
民
謡
や
ロ
シ
ア
の
歌

を
歌
い
ま
す
。
見
や
す
い
カ
ナ
付
き
の

楽
譜
も
あ
り
ま
す
。
資
料
代
５００
円

日
時　

３
月
２９
日
㈯
昼
３
時
半
～
５
時

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

大
貫
（
５７２
）
５
２
１
４

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

２
月
１１
日
（
火
）
第
１４
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１３
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。

前
回
の
議
事
録
確
認

議
題諮

問
「
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
」
に
つ
い
て

委
員
長
よ
り
答
申
（
案
）
の
総
括
部

分
に
つ
い
て
の
修
正
案
が
出
さ
れ
、
協

議
し
た
。
ま
た
、
各
課
題
別
小
委
員
会

か
ら
報
告
が
あ
り
協
議
。
引
き
続
き
各

委
員
会
で
の
討
議
を
深
め
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

報
告
事
項

〇
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１
月
号
の
タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
の
部
分

の
デ
ザ
イ
ン
が
好
評
で
あ
り
、
今
後
も

検
討
し
て
は
、
と
い
う
意
見
が
出
た
。

２
月
号
は
事
業
が
多
く
、
優
先
順
位
を

付
け
た
見
せ
方
の
工
夫
も
提
起
さ
れ
た
。

〇
社
会
教
育
委
員
の
会

１
月
２１
日
（
火
）
定
例
会
で
は
委
員

の
中
か
ら
３
名
ず
つ
発
表
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

１
月
１８
日
（
土
）
研
究
大
会
に
職
員
、

委
員
計
１３
名
が
参
加
。
委
員
か
ら
参
加

報
告
。
分
科
会
ご
と
に
会
場
が
分
か
れ

て
い
た
た
め
に
、
全
体
会
が
な
か
っ
た

こ
と
が
残
念
だ
っ
た
と
の
感
想
あ
り
。

〇
社
会
教
育
学
習
会

担
当
委
員
よ
り
２
月
２５
日
（
火
）
に

公
民
館
・
未
来
夜
話
第
３
回
「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
地
域
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
会

議
」
を
開
催
予
定
。

次
回
定
例
会
は
３
月
１１
日
（
火
）
午

後
７
時
１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。

�

（
杉
野
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

（８ページにもあります）

雪原の国立駅前ロータリー（1997年）
撮影　小幡次郎さん（西）
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＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
１６日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう

「科学の力で飛ばそう！射的祭り」
１６日（日）昼＊「架け橋　きこえなかった3.11」
２０日（木）昼＊南市民プラザ映画会

『魔女の宅急便』
２０日（木）夜～＊図書室のつどい
	 「『困ってるひと』の後で」
２１日（金・祝）昼「いま若者が被災地で考える未来」
２３日（日）昼＊　Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会
	 『チャップリンの黄金狂時代』
２5日（火）～３０日（日）＊「はじめての銅版画」展
２８日（金）昼＊「『移動する子どもたち』のことば

とアイデンティティ」
２９日（土）昼＊「神戸の経験に学ぶ　

地域のコミュニティの底力」
３０日（日）昼＊プレス機体験ワークショップ

今月の公民館（３月）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
７
０
〉�

国
立
ま
な
び
あ
る
き
の
会

イ
ン
ト
な
ど
の
楽
し
い
会
話
と
博
識
が

披
露
さ
れ
、
次
の
探
索
の
内
容
と
場
所

が
決
め
ら
れ
て
い
く
。
人
数
は
決
し
て

多
く
な
い
が
会
話
が
豊
か
で
楽
し
い
。

そ
し
て
日
時
が
決
ま
り
、
前
述
の
現
地

探
訪
の
実
施
と
な
る
。

「
学
ん
だ
こ
と
、
疑
問
点
に
つ
い
て
現

地
探
索
し
、
新
し
い
発
見
を
得
て
、
国

立
に
関
す
る
事
象
の
理
解
を
深
め
、
記

録
に
残
す
。
同
時
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

よ
る
健
康
と
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
一

石
二
鳥
の
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

と
代
表
の
大
井
利
雄
さ
ん
。

活
動
は
月
例
会
の
ほ
か
現
地
探
訪
、

月
一
、
二
回
。
会
員
は
男
女
１６
人
。
楽

し
く
参
加
で
き
る
方
歓
迎
。

連
絡
先　

大
井
利
雄
（
５７３
）
５
８
６
３

〈
文
・
写
真
　
長
田
利
信
〉

会
の
み
な
さ
ん
１０
人
と
玉
川
上
水
ウ

ォ
ー
ク
（
二
回
目
）
に
参
加
し
た
。

「
玉
川
上
水
は
ど
う
掘
っ
た
の
」

「
区
間
を
決
め
て
一
斉
に
掘
っ
た
の
で

八
ヶ
月
足
ら
ず
で
で
き
た
の
さ
」

「
技
術
は
す
ご
か
っ
た
ん
だ
ね
」

写
真
を
撮
る
人
、
資
料
や
ナ
ビ
を
見

る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
向
く
ま
ま
に

観
察
し
、
メ
モ
を
す
る
。

「
こ
の
分
水
口
は
ど
こ
に
流
れ
る
の
」

「
こ
の
砂
川
分
水
は
深
大
寺
の
方
に
も

流
れ
て
い
た
ん
だ
よ
」「
玉
川
上
水
と

残
堀
川
は
ど
う
交
差
し
て
い
る
の
」

「
残
堀
川
の
跡
を
見
に
行
こ
う
」
な
ど

興
味
は
尽
き
な
い
よ
う
で
活
発
だ
。

皆
探
求
心
が
強
く
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
自
分
の
目
で
確

か
め
よ
う
と
す
る
「
国
立
ま
な
び
あ
る

き
の
会
」
の
真
骨
頂
だ
と
感
じ
た
。

会
は
２３
年
度
国
立
市
公
民
館
の
地
域

史
講
座
「
ま
な
び
あ
る
き
―
く
に
た
ち

歴
史
探
訪
」
に
参
加
し
た
有
志
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
。
国
立
及
び
そ
の
周
辺

地
域
の
古
道
や
石
碑
、
建
造
物
、
遺
跡
、

景
観
な
ど
の
歴
史
と
自
然
を
探
訪
し
、

報
告
書
や
地
図
を
作
製
、
発
表
し
、
昨

年
は
会
報
一
号（
７５
頁
）
を
発
行
し
た
。

月
例
会
で
古
地
図
や
資
料
を
広
げ
、

さ
ら
に
美
味
し
い
食
べ
物
、
ビ
ュ
ー
ポ

ひ
ろ
ば

（
7
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

災
害
時
で
も
美
味
し
く
食
べ
よ
う
！

震
災
時
は
何
か
口
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
を
追
っ
て
口
に
す
る
食
物

を
体
験
し
美
味
し
い
防
災
食
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
主
催　

防Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｏ

災
連
絡
会　

協
力

　

お
か
ず
ク
ラ
ブ

日
時　

３
月
８
日
㈯
昼
１
時
半
～

場
所　

中
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

山
崎（
５７４
）４
０
５
２

第
１８７
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

王
燕
敏
さ
ん
の
中
国
料
理

お
得
意
の
家
庭
料
理
を
習
い
ま
し
ょ

う
。
材
料
費
８００
円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん

を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

３
月
１６
日
㈰
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

か
よ
う
会
の
作
品
展

毎
週
、
日
曜
日
の
午
後
、
公
民
館
で

活
動
し
て
い
る
「
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー
」

の
会
の
作
品
展
で
す
。
会
に
参
加
し
た

人
達
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
や
自
由
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ご
高
覧
の
ほ
ど
を
。

日
時　

３
月
１８
日
㈫
～
２３
日
㈰

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

中
田　

（
５７５
）
５
１
７
３

く
に
た
ち
写
遊
会
・
写
真
展

全
日
写
連
顧
問
・
日に

ち

橋は
し

先
生
の
監
修

で
恒
例
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
一

年
間
の
成
果
を
ご
覧
下
さ
い
。
健
康
運

動
を
兼
ね
て
の
写
真
撮
影
に
興
味
の
あ

る
方
の
入
会
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
１
日
㈫
～
８
日
㈫

場
所　

公
民
館　

1
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

末
永
（
５７７
）
３
４
４
０

次
は
武
蔵
嵐
山
に
畠
山
重
忠
を
訪
ね
よ
う

公民館図書室
休室のおしらせ

３月１０日（月）から１３日（木）まで
本の点検・整理のため休室します。
＊新聞は、朝９時～夕方５時の間、
　2階で閲覧できます。（３／１１～３／１３）

大
雪
、だ
け
ど
自
転
車（
１
９
９
７
年
）

	

撮
影
　
小
幡
次
郎
さ
ん
（
西
）


